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◎
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
．
入
学
・
進
学
等
準
備
に
お
金

が
必
要
で
す
。
奨
学
金
を
早
め

に
送
金
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

Ａ
．
決
め
ら
れ
た
送
金
日
（
年
４

回
）
以
外
は
送
金
で
き
ま
せ
ん
。

（
出
願
の
し
お
り
参
照
）

Ｑ
．
海
外
の
大
学
へ
進
（
留
）
学

す
る
の
で
す
が
、
奨
学
金
は
受
け

ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
．
本
会
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。（
本
会
規
程

に
よ
り
日
本
国
内
の
学
校
に
限
る
）

Ｑ
．
短
大
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
大
学
へ
編
入
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

か
？

Ａ
．
再
出
願
に
よ
り
奨
学
金
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
支
給

年
齢
制
限
等
あ
り
）

Ｑ
．（
高
校
等
、
大
学
等
）
卒
業

後
の
就
職
先
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
進
路
報
告
書
」
に
は
ど
の

よ
う
に
記
入
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ
．
そ
の
他
の
欄
に
現
在
の
状
況

（
就
職
活
動
中
な
ど
）
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
義
務
教
育
で
も
在
学
証
明
書

の
提
出
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
．（
小
学
校
、
中
学
校
）
入
学

時
の
み
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

Ｑ
．高
校
を
退（
休
）学
し
ま
す（
し

て
い
ま
し
た
）
が
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
す
か
？

Ａ
．「
退（
休
）学
届
」
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
奨
学
金
送
金
後
に
退
学
が
発

覚
し
た
場
合
、
在
学
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
期
間
に
受
領
し
た
奨
学
金
は
返
金
し

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。

　

既
に
、
新
年
度
に
関
す
る
案
内
文
書

が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

奨
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
進
路
に
応
じ

た
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
開
始
さ

れ
ま
す
、
大
学
生
等
に
対
す
る
学
資
給

与
事
業
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
、
現
在

奨
学
生
（
過
去
に
奨
学
生
）
で
あ
っ
て

も
、
新
た
に
「
願
書
（
付
属
書
類
）
の

提
出
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
「
出
願
の
し
お
り
」

を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
本
会
卒
業
生
の
方
で
、

資
料
が
必
要
な
方
は
漁
連
・
漁
協
ま
た

は
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
書
類
未
提
出
の
場
合
、
本
年

度
第
１
回
（
５
月
25
日
）
の
送
金
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
年
度
切
替
の
書
類
は
提
出
書
類
が
な

い
方
へ
も
発
送
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
転
居
等
で
本
会
へ
の
届
出
事
項
に

変
更
が
あ
る
方
は
、「
変
更
届
」
等
の

提
出
が
必
要
で
す
。
所
属
先
（
ま
た
は

本
会
）
に
ご
連
絡
の
上
、
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
文
・
イ
ラ
ス
ト
等
も
募
集

中
で
す
。
ご
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
記
念
品
（
図
書
カ
ー
ド
）
を
差
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度
に
向
け
て

の
参
考
書
な
ど
の
ご
購
入
に
お
役
に
立

つ
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

漁
連
・
漁
協
な
ど
か
ら
通
知
を
受
け
た
方

　

指
定
さ
れ
た
締
切
日

本
会
か
ら
通
知
を
受
け
た
方

　

２
０
１
９
年
４
月
25
日
（
本
会
必
着
）

ご
卒
業
・
ご
進
学
・
ご
進
級

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

「
新
年
度
」
な
ら
び
に
「
大
学
生
等
に
対
す
る
新
事
業
」
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
か
ら
返
還
さ
れ
た
お
金
は
、

後
輩
の
奨
学
生
に
再
び
奨
学
金
と
し
て

給
与
さ
れ
る
資
金
と
な
り
ま
す
。
返
還

は
期
限
を
守
り
、
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
転
居
・
ご
結
婚
等
さ
れ
た
方

は
「
変
更
届
」（
戸
籍
の
伴
う
変
更
の

場
合
は
戸
籍
謄
本
の
提
出
も
必
要
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
返
還

が
困
難
な
方
、
滞
納
金
で
悩
ん
で
い
る

方
は
本
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

０
３
―
３
５
１
８
―
６
１
２
１

返
還
奨
学
生
の
方
へ

　

本
会
は
《
租
税
特
別
措
置
法
第
91
条

の
２
第
２
項
の
規
定
の
適
用
》
に
よ
り

印
紙
税
が
課
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
提
出

書
類
の
一
部「
奨
学
金
借
用
証
書
」の「
収

入
印
紙
」
は
貼
付
不
要
と
な
り
ま
す
。

大
学
等
を
ご
卒
業
す
る
方

な
ら
び
に
奨
学
金
貸
与
終
了

奨
学
生
の
方
へ

　

３
月
29
日
（
金
、
同
意
日
）、『
２
０

１
８
年
度
臨
時
（
第
５
回
）
理
事
会
』

を
書
面
に
よ
り
開
催
、
辞
任
に
伴
う
事

務
局
長
の
任
命
に
つ
い
て
を
提
案
し
、

理
事
に
同
意
、
監
事
に
確
認
を
求
め
、

全
員
の
同
意
確
認
を
得
、
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

【
新
事
務
局
長
】
上
野
新
治
（
就
任
日

２
０
１
９
年
４
月
１
日
）

　

３
月
７
日
（
木
）、
コ
ー
プ
ビ
ル
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
８
年

度
通
常
（
第
４
回
）
理
事
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
①
２
０
１

９
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
②
２
０
１
９
年

度
役
員
報
酬
（
案
）
に
つ
い
て
③
２
０

１
８
年
度
臨
時

（
第
３
回
）
評

議
員
会
の
招
集

に
関
す
る
件
に

つ
い
て
④
共
同

船
舶
（
株
）
の

定
款
変
更
の
同

意
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
全
員
異
議

な
く
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度

通
常
（
第
４
回
）
理
事
会

　

３
月
22
日
（
金
）、
コ
ー
プ
ビ
ル
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
８
年

度
臨
時
（
第
３
回
）
評
議
員
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
①
２
０

１
９
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収

支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
②
２
０
１

９
年
度
役
員
報
酬
（
案
）
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度

臨
時
（
第
３
回
）
評
議
員
会

２
０
１
８
年
度

臨
時
（
第
５
回
）
理
事
会

月　

日

行　
　
　
　

事

４
月
25
日

5
月
13
日

5
月
25
日

5
月
未
定

6
月
未
定

7
月
15
日

7
月
26
日

8
月
1
日

8
月
15
日

10
月
15
日

10
月
下
旬

11
月
15
日

1
月
15
日

1
月
29
日

2
月
15
日

3
月
未
定

3
月
未
定

第
1
回　

願
書
な
ら
び
に

　

年
度
切
替
提
出
書
類
締
切
日

第
1
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
1
回　

奨
学
金
送
金
日

通
常
（
第
1
回
）
理
事
会

定
時
（
第
1
回
）
評
議
員
会

第
2
回　

願
書
締
切
日

ふ
れ
あ
い
旅
行

（
7
月
28
日
ま
で
／
2
泊
3
日
）

第
2
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
2
回　

奨
学
金
送
金
日

第
3
回　

願
書
締
切
日

第
3
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
3
回　

奨
学
金
送
金
日

第
4
回　

願
書
締
切
日

　
　
　
　
　
（
年
度
最
終
）

第
4
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
4
回　

奨
学
金
送
金
日

第
2
回　

理
事
会

第
2
回　

評
議
員
会

２
０
１
９
年
度

年

間

行

事

予

定
　

本
会
で
は
育
英
事
業
の
推
進
に
必
要

な
事
業
と
し
て
、
普
及
指
導
事
業
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
「
奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
（
ふ

れ
あ
い
旅
行
）」
を
本
年

度
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
奨
学
生
だ
け
で
は
な

く
保
護
者
の
方
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

同
じ
境
遇
に
あ
る
者
同
士

が
日
ご
ろ
胸
に
秘
め
た
不

安
や
悩
み
を
語
り
合
い
、

親
睦
を
深
め
る
き
っ
か
け

に
な
る
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

  

な
お
、
現
段
階
で
の
計

画
内
容
は
次
の
と
お
り
で

奨
学
生
・
保
護
者

交
流
活
動
行
事
（
計
画
）

す
。
対
象
ご
家
族
に
は
、
実
施
内
容
資

料
を
本
会
か
ら
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日　

程
：
７
月
26
日（
金
）〜
28
日（
日
）

（
２
泊
３
日
）
予
定

対
象
者
：
全
国
の
小
学
校
２
年
生
〜
中

学
３
年
生
の
奨
学
生
と
そ
の
保
護
者

場　

所
：
未
定

▶
昨
年
は
静
岡
県
伊
豆
長
岡
・
沼
津
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
（
木
）、
本
会
事
務
所
（
東

京
千
代
田
区
）
に
て
「
２
０
１
８
年
度

第
４
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
を
開
催

し
、
奨
学
生
出
願
者
（
１
月
15
日
締
切
）

の
選
考
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生
と
し
て
幼

児
１
名
、
小
学
生
２
名
、
計
３
名
の
採

用
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
３
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都
道

府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

２
０
１
８
年
度

第
４
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

書
類
締
切
日
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２
月
28
日
（
木
）、
３
月
１
日
（
金
）

の
２
日
間
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
『
第

24
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大

会
』（
主
催
：
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
・
岸
宏
会
長
、

協
賛
：
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
・
盛
合
敏
子

会
長
／
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
・
平
山
孝
文

会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
青
年
・
女
性

漁
業
者
が
、
日
ご
ろ
の
研
究
・
実
践
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識
や
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
水
産
業
・
漁
村
の

全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会

　

４
月
１
日
付
で
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
人
事

異
動
に
伴
い
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
に

出
向
と
な
り
、
前
米
田
事
務
局
長
の
後

任
と
し
て
、
事
務
局
長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｆ
全
漁

連
購
買
事
業
部
資
材
課
に
お
い
て
、
会

員
・
関
係
取
引
先
の
協
力
を
得
て
、
漁

業
者
に
適
し
た
Ｊ
Ｆ
推
進
商
品
等
の
企

画
・
開
発
及
び
、
漁
業
生
産
資
材
を
中

心
と
し
た
資
材
類
の
取
扱
推
進
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
資
材
類
の
中
で
も
救
命
胴
衣

は
、
Ｊ
Ｆ
推
進
商
品
と
し
て
「
Ｊ
Ｆ
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
を
取
扱
推
進
す
る

中
で
、
２
０
１
３
年
の
型
式
承
認
試
験

基
準
の
改
正
（
新
基
準
適
合
品
へ
の
対

応
）
や
２
０
１
８
年
２
月
の
救
命
胴
衣

着
用
に
関
わ
る
法
改
正
な
ど
へ
の
対
応

を
行
っ
た
の
が
業
務
の
中
で
印
象
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
当
育
英
会
の
事
業
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
経
験
も
無

く
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
皆
様
の

力
を
お
借
り
し
、
一
日
で
も
早
く
力
に

な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
ご
指
導
願
い
ま
す
。

職
員
紹
介

事務局長
上野新治

＊
大
学
生
の
長
い
間
、
貸
与
送
金
を
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
春
に
無
事
卒
業
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
小
学
6
年
生
で
父
親
を
亡

く
し
、
長
き
に
渡
り
ご
支
援
を
し
て
下

さ
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
愛
媛
県　

母
：
大
6
）

＊
授
業
料
以
外
に
４
月
に
は
教
科
書
代

等
で
10
万
く
ら
い
い
る
と
言
っ
た
息
子

が
奨
学
金
で
支
払
っ
て
い
い
？
と
相

談
。
大
切
に
親
子
で
使
わ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

（
熊
本
県　

母
：
大
１
）

＊
只
今
、
就
職
活
動
中
。
移
動
で
の
出

費
が
か
さ
む
の
で
大
変
た
す
か
っ
て
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
学

発
展
と
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

全
国
か
ら
37
グ
ル
ー
プ
６
０
０
名
が
参

加
さ
れ
、
１
日
目
に
活
動
の
実
績
発
表

と
討
論
が
、
２
日
目
に
各
部
門
の
講
評
、

意
見
交
換
、
受
賞
作
品
の
発
表
と
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
２
日
目
に

会
場
受
付
付
近
で
募
金
活
動
を
行
い
、

皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
。
大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
12
月
か
ら
２
０
１
９
年

２
月
ま
で
に
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま

の
ご
芳
名
（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
秋
田
県
▽
山
岸
剛

◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩

山
裕
史
▽
内
海
和
彦
▽
小
野
彌
▽
古
関

和
則
▽
小
林
哲
朗
▽
鈴
木
基
之
▽
田
口

昭
博
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
猪
苗
代
健
一
▽
大
類

裕
久
▽
宮
澤
敏
彦
▽
若
林
満
◎
東
京
都

▽
飯
島
孝
夫
▽
大
野
誠
▽
勝
野
輝
美
▽

㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野
洋
志
▽
タ
ー

ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽

戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信
博
▽
根
本
京
子
▽

長
谷
成
人
▽
本
川
一
善
▽
水
田
正
和
▽

森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽
大

森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
中
村
芳
正
▽
正

木
勝
美
▽
大
和
陸
子
◎
静
岡
県
▽
古
寺

建
二
◎
兵
庫
県
▽
佐
藤
明
美
▽
三
木
周

子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
長
崎
県

▽
寺
島
和
子

〔
１
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
岩

手
県
▽
長
澤
浩
美
◎
宮
城
県
▽
畠
山
和

子
◎
秋
田
県
▽
山
岸
剛
◎
茨
城
県
▽
常

ご
寄
附
の
お
礼

熊
谷
佐
枝
子

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
根
室
市
漁
協
青

年
部
連
絡
協
議
会
会
長
横
田
和
馬
◎
岩

手
県
▽
及
川
学
▽
及
川
明
▽
栗
沢
重
之

▽
前
川
健
吾
◎
茨
城
県
▽
Ｊ
Ｆ
茨
城
沿

海
地
区
漁
連
▽
茨
城
県
旋
網
漁
協
▽
Ｊ

Ｆ
鹿
島
灘
▽
Ｊ
Ｆ
大
洗
町
◎
東
京
都
▽

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
本
所
・
釧
路
油
槽
所
・
購

売
事
業
部
気
仙
沼
駐
在
・
酒
田
油
槽
所
・

東
北
事
業
所
・
仙
台
駐
在
・
長
崎
油
槽

所
・
油
質
研
究
所
／
ぜ
ん
ぎ
ょ
れ
ん
食

品
㈱
▽
Ｊ
Ｆ
東
京
漁
連
◎
神
奈
川
県
▽

神
奈
川
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
◎

富
山
県
▽
魚
の
駅
「
生
地
」
▽
Ｊ
Ｆ
く

ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン

ハ
ー
ト
経
由
◎
山
口
県
▽
矢
佐
好
松
◎

徳
島
県
▽
Ｊ
Ｆ
阿
南
▽
漁
船
遺
児
徳
島

地
方
協
会
▽
Ｊ
Ｆ
大
津
▽
Ｊ
Ｆ
椿
泊
▽

Ｊ
Ｆ
福
村
◎
高
知
県
▽
Ｊ
Ｆ
橘
浦
▽
Ｊ

Ｆ
久
礼
▽
Ｊ
Ｆ
高
知
漁
連
▽
高
知
県
無

線
漁
協
▽
Ｊ
Ｆ
藻
津
▽
Ｊ
Ｆ
浜
改
田
◎

福
岡
県
▽
福
岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合

理
事
長
安
部
泰
宏
◎
鹿
児
島
県
▽
Ｊ
Ｆ

枕
崎
市
◎
沖
縄
県
▽
（
公
社
）
沖
縄
県

農
林
水
産
団
体
共
済
会

〔
１
月
〕
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
む
つ
市
▽

Ｊ
Ｆ
横
浜
町
▽
Ｊ
Ｆ
外
ヶ
浜
▽
丸
本
末

義
▽
佐
井
村
漁
協
婦
人
部
▽
Ｊ
Ｆ
市
川

▽
青
森
県
漁
業
共
済
組
合
▽
Ｊ
Ｆ
青
森

信
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
八
戸
鮫
浦
▽
Ｊ
Ｆ
平
内

町
▽
Ｊ
Ｆ
竜
飛
今
別
▽
Ｊ
Ｆ
脇
野
沢
村

◎
宮
城
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

宮
城
県
協
議
会
◎
福
島
県
▽（
公
財
）

福
島
県
栽
培
漁
業
協
会
▽
紺
野
香
織
▽

Ｊ
Ｆ
中
之
作
▽
福
島
県
い
わ
き
教
育
事

務
所
▽
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
▽

福
島
県
い
わ
き
農
林
事
務
所
▽
福
島
県

い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
・
県

税
部
・
県
民
部
・
出
納
室
▽
福
島
県
漁

協
女
性
部
連
絡
協
議
会
▽
福
島
県
漁
連

役
職
員
厚
生
会
▽
福
島
県
水
産
海
洋
研

究
セ
ン
タ
ー
▽
福
島
県
水
産
事
務
所
▽

福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所
い
わ
き

出
張
所
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
千
葉
漁
連
木

更
津
あ
さ
り
事
業
所
／
Ｊ
Ｆ
富
津
―
自

販
機
売
上
一
部
―
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー

ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
利
根
）
木
更
津
支

店
経
由
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自

販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由

◎
石
川
県
▽
山
本
真
▽
旬
魚
亭
▽
Ｊ
Ｆ

い
し
か
わ
本
所
・
か
な
ざ
わ
総
合
市

場
・
す
ず
支
所
・
加
賀
支
所
・
志
賀
支

所
・
小
木
支
所
・
西
海
支
所
・
輪
島
支

所
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
い
と
う
▽
Ｊ
Ｆ
静

岡
漁
連
・
静
岡
県
漁
業
振
興
基
金
▽
Ｊ

Ｆ
静
岡
漁
連
焼
津
事
業
所
▽
Ｊ
Ｆ
静
岡

信
漁
連
▽
全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
静

岡
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
静
岡
支
店
▽
南

駿
河
湾
漁
協
御
前
崎
本
所
女
性
部
▽
日

本
漁
船
保
険
組
合
静
岡
県
支
所
／
む
つ

み
会
▽
浜
名
漁
協
舞
阪
女
性
部
◎
愛
知

県
▽
愛
知
県
漁
船
海
難
遺
児
育
英
手
当

基
金
◎
福
井
県
▽
Ｊ
Ｆ
越
前
町
▽
Ｊ
Ｆ

越
廼
▽
Ｊ
Ｆ
若
狭
高
浜
▽
Ｊ
Ｆ
大
島
▽

Ｊ
Ｆ
敦
賀
市
◎
京
都
府
▽
京
都
府
立
海

洋
高
等
学
校
生
徒
会
―
学
校
祭
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
収
益
及
び
募
金
◎
兵
庫

県
▽
Ｊ
Ｆ
室
津
▽
Ｊ
Ｆ
沼
島
▽
全
国
漁

業
信
用
基
金
協
会
兵
庫
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
南

あ
わ
じ
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
兵
庫
県

内
海
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
姫
路
市
▽
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
本
所
・
の
り
流
通
セ
ン
タ
ー
▽
Ｊ

Ｆ
坊
勢
▽
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
◎
岡
山
県
▽
岡

山
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
◎
広
島

県
▽
Ｊ
Ｆ
阿
賀
▽
Ｊ
Ｆ
安
浦
▽
Ｊ
Ｆ
音

戸
▽
Ｊ
Ｆ
下
蒲
刈
町
▽
Ｊ
Ｆ
広
▽
広
島

県
漁
業
共
済
組
合
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
漁
連
▽

Ｊ
Ｆ
広
島
信
漁
連
本
店
・
福
山
支
店
▽

Ｊ
Ｆ
江
田
島
▽
Ｊ
Ｆ
瀬
戸
田
▽
Ｊ
Ｆ
川

尻
▽
Ｊ
Ｆ
大
崎
上
島
▽
Ｊ
Ｆ
田
島
▽
Ｊ

Ｆ
東
江
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
広
島
県

支
所
▽
Ｊ
Ｆ
美
能
▽
Ｊ
Ｆ
浜
毛
保
◎
山

口
県
▽
山
口
県
実
績
発
表
大
会
実
行
委

員
会
▽
豊
浦
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員

会
◎
香
川
県
▽
Ｊ
Ｆ
さ
ぬ
き
市
▽
Ｊ
Ｆ

庵
治
▽（
一
社
）
香
川
県
水
産
振
興
協
会

▽
Ｊ
Ｆ
引
田
▽
Ｊ
Ｆ
宇
多
津
▽
家
浦
回

漕
店
▽
Ｊ
Ｆ
鴨
庄
▽
Ｊ
Ｆ
観
音
寺
▽
観

音
寺
市
水
産
振
興
連
絡
協
議
会
▽（
公

財
）
香
川
県
水
産
振
興
基
金
▽（
公
財
）

香
川
県
水
産
振
興
基
金
栽
培
種
苗
セ
ン

タ
ー
▽
Ｊ
Ｆ
香
西
▽
香
川
県
漁
業
共
済

組
合
▽
Ｊ
Ｆ
香
川
漁
連
▽
香
川
県
漁
業

信
用
基
金
協
会
▽
Ｊ
Ｆ
香
川
信
漁
連
▽

香
川
県
水
産
会
館
互
助
会
▽
香
川
県
水

産
試
験
場
▽
香
川
県
農
政
水
産
部
水
産

課
▽
Ｊ
Ｆ
高
松
市
瀬
戸
内
▽
Ｊ
Ｆ
四
海

生
活
を
楽
し
み
、
学
ば
せ
て
も
ら
え
る

環
境
も
奨
学
金
の
お
か
げ
で
す
。

 

（
熊
本
県　

母
：
大
３
）

＊
昭
和
10
年
生
ま
れ
。
昭
和
29
年
か
ら

鮪
漁
船
に
乗
船
。

15
年
余
り
の
小
型
船
乗
船
経
歴
に
よ

り
、
55
歳
か
ら
年
金
を
受
給
し
ま
し
た
。

少
し
ば
か
り
ご
恩
返
し
と
思
い
寄
付
を

続
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

豊
か
に
な
り
、
大
学
生
に
返
還
不
要
の

奨
学
資
金
が
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
老
骨
の
役
目
も
一

段
落
と
思
い
、
終
了
と
さ
せ
て
戴
き
ま

し
た
。（
宮
城
県
１
９
９
０
年
〜
励
ま

し
お
じ
さ
ん
）

盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽
内
海

和
彦
▽
古
関
和
則
▽
小
林
哲
朗
▽
鈴
木

基
之
▽
田
口
昭
博
▽
深
瀨
茂
哉
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
猪
苗
代
健
一
大
類
裕

久
▽
宮
澤
敏
彦
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽

飯
島
孝
夫
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表

取
締
役
礒
野
洋
志
▽
古
田
土
満
▽
タ
ー

ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽

戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信
博
▽
根
本
京
子
▽

長
谷
成
人
▽
春
田
孝
二
郎
・
朝
子
▽
本

川
一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千

鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智

豊
子
▽
正
木
勝
美
▽
大
和
陸
子
◎
静
岡

県
▽
古
寺
建
二
◎
兵
庫
県
▽
佐
藤
明
美

▽
三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子

〔
２
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和

己
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽
内
海
和
彦

▽
古
関
和
則
▽
小
林
哲
朗
▽
鈴
木
基
之

▽
田
口
昭
博
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕

◎
千
葉
県
▽
石
山
新
悟
▽
猪
苗
代
健
一

▽
大
類
裕
久
▽
宮
澤
敏
彦
▽
若
林
満
◎

東
京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽
太
田
愼
吾
▽
勝

野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野
洋

志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙

田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長
屋
信
博
▽
根

本
京
子
▽
長
谷
成
人
▽
本
川
一
善
▽
水

田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子
◎
神
奈

川
県
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
正
木

勝
美
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
兵
庫
県

▽
佐
藤
明
美
▽
三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
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▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
四
国
事
業
本
部
▽
Ｊ
Ｆ

多
度
津
町
▽
Ｊ
Ｆ
多
度
津
町
高
見
▽
多

度
津
町
産
業
課
▽
Ｊ
Ｆ
土
庄
中
央
▽
Ｊ

Ｆ
東
瀬
戸
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
香
川

県
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
白
方
▽
Ｊ
Ｆ
牟
礼
▽
Ｊ

Ｆ
与
島
◎
愛
媛
県
▽
Ｊ
Ｆ
八
幡
浜
◎
長

崎
県
▽
Ｊ
Ｆ
宇
久
小
値
賀
▽
小
西
章
司

▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
長
崎
県
事
務
所
▽
長
崎

県
水
産
部
▽
Ｊ
Ｆ
長
崎
漁
連
▽
長
崎
県

漁
業
信
用
基
金
協
会
（
悠
水
会
）
▽
Ｊ

Ｆ
長
崎
信
漁
連
▽
長
崎
県
水
産
加
工
ま

つ
り
イ
ン
佐
世
保
実
行
委
員
会
▽
長
崎

県
水
産
加
工
振
興
祭
実
行
委
員
会
▽
日

本
漁
船
保
険
組
合
長
崎
県
支
所
◎
大
分

県
▽
佐
伯
市
役
所
農
林
水
産
部
職
員
▽

親
水
会
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
大
分
県
事
務
所

▽
大
分
県
漁
協
女
性
部
杵
築
支
部
▽
大

分
県
漁
協
青
年
部
杵
築
支
部
▽
Ｊ
Ｆ
お

お
い
た
本
店
・
下
入
津
支
店
・
蒲
江
支

店
・
杵
築
支
店
・
佐
賀
関
支
店
・
上
浦

支
店
長
洲
工
場
・
姫
島
支
店
・
名
護
屋

支
店
▽
大
分
県
漁
業
士
連
絡
協
議
会
▽

第
38
回
大
分
県
水
産
関
係
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
▽
大
分
県
中
部
振
興
局
農
山
漁

村
振
興
部
水
産
班
▽
大
分
県
南
部
振
興

局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班
▽
大
分
県

農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
水
産
研

究
部
▽
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
業
管
理

課
・
漁
港
漁
村
整
備
課
▽
大
分
県
北
部

振
興
局
農
山
漁
村
振
興
部
水
産
班
▽
日

本
漁
船
保
険
組
合
大
分
県
支
所
◎
沖
縄

県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―

自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン

コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経
由

〔
２
月
〕
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
館
山
市
相

浜
◎
神
奈
川
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
神
奈
川
県
協
議
会
▽
神
奈
川
県
環

境
農
政
局
農
政
部
水
産
課
◎
富
山
県
▽

Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱

ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
▽
漁
船
海
難
遺
児
を

励
ま
す
富
山
県
協
議
会
◎
静
岡
県
▽
初

島
漁
協
婦
人
部
▽
Ｊ
Ｆ
焼
津
職
員
▽
焼

津
漁
協
女
性
部
▽
Ｊ
Ｆ
大
熱
海
◎
島
根

県
▽
野
津
英
市
◎
山
口
県
▽
漁
船
海
難

遺
児
を
励
ま
す
山
口
県
協
議
会
▽
山
口

県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
◎
佐
賀
玄
海

▽
Ｊ
Ｆ
佐
賀
げ
ん
か
い
◎
長
崎
県
▽
長

崎
県
漁
業
共
済
組
合
◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ

糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機
売

上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄

オ
フ
ィ
ス
経
由

２
、
一
般
寄
附

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
丸
岡
利
波
商
店

㈱
▽
釧
路
ア
ポ
ロ
石
油
㈱
▽
寿
都
水
産

加
工
業
協
同
組
合
青
年
部
▽
庄
林
水
産

㈲
▽
北
海
道
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
▽
北

海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校
◎
青
森
県
▽

㈱
弘
前
丸
魚
▽
青
森
海
上
保
安
部
／
巡

視
船
お
い
ら
せ
▽
八
戸
海
上
保
安
部
◎

岩
手
県
▽
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
等
学

校
▽
岩
手
県
立
高
田
高
等
学
校
海
洋
シ

ス
テ
ム
科
▽
㈲
大
井
漁
業
部
◎
宮
城
県

▽
海
形
水
産
㈱
代
表
取
締
役
佐
藤
和
哉

▽
㈱
仙
台
水
産
代
表
取
締
役
会
長
島
貫

文
好
▽
東
北
運
輸
局
▽
仙
台
漁
業
調
整

事
務
所
▽
大
興
水
産
㈱
◎
山
形
県
▽
山

形
県
立
加
茂
水
産
高
等
学
校
▽
小
関
利

昭
◎
福
島
県
▽
㈱
酢
屋
商
店
◎
茨
城
県

▽
茨
城
県
立
海
洋
高
等
学
校
▽
㈱
か
ね

き
う
代
表
取
締
役
遠
藤
浩
一
▽
㈱
髙
木

商
店
▽
丸
徳
漁
業
㈱
◎
埼
玉
県
▽
小
野

沢
通
◎
千
葉
県
▽（
一
財
）
漁
村
教
育

会
▽
極
東
オ
イ
ル
㈱
▽（
公
財
）
海
洋

生
物
環
境
研
究
所
中
央
研
究
所
▽
千
葉

県
立
館
山
総
合
高
等
学
校
▽
柏
魚
市
場

㈱
▽
平
田
淳
一
▽
實
川
恒
雄
◎
東
京
都

▽
コ
ス
モ
石
油
ル
ブ
リ
カ
ン
ツ
㈱
▽
ニ

チ
モ
ウ
㈱
／
ニ
チ
モ
ウ
㈱
役
員
・
従
業

員
／
日
網
興
産
㈱
／
ニ
チ
モ
ウ
フ
ー
ズ

㈱
本
社
／
大
阪
営
業
所
・
広
島
営
業
所
・

松
山
営
業
所
・
北
海
道
駐
在
所
・
福
岡

営
業
所
／
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ
㈱
／
北
海

道
ニ
チ
モ
ウ
㈱
／
㈱
ニ
チ
モ
ウ
マ
リ
カ

ル
チ
ャ
ー
／
㈱
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ィ
▽（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
▽（
一

財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会
▽（
一

財
）
日
韓
・
日
中
協
定
対
策
漁
業
振
興

財
団
▽（
一
財
）
東
京
水
産
振
興
会
▽

（
一
財
）
日
本
鯨
類
研
究
所
▽
（
一
社
）

海
洋
水
産
シ
ス
テ
ム
協
会
―
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
収
益
金
▽（
一
社
）
漁
業
情
報
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▽（
一
社
）
漁
業
信
用

基
金
中
央
会
／
同
職
員
▽（
一
社
）
漁

港
漁
場
新
技
術
研
究
会
▽（
一
社
）
水

産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
▽（
一
社
）

全
国
い
か
釣
り
漁
業
協
会
▽（
一
社
）

全
国
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会

▽（
一
社
）
日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚
協
会

▽（
一
社
）
海
外
ま
き
網
漁
業
協
会
▽

（
一
社
）
日
本
鰹
節
協
会
▽
全
国
漁
業

共
済
組
合
連
合
会
▽
㈱
テ
ィ
ー
・
ケ
イ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽
㈱
航
洋
▽
㈱
日

本
政
策
金
融
公
庫
▽
㈱
農
林
中
金
ア
カ

デ
ミ
ー
▽
漁
業
者
国
民
年
金
基
金
▽

（
公
財
）
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
▽（
公

財
）
水
産
物
安
定
供
給
推
進
機
構
▽（
公

社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

▽（
公
社
）
日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル

ト
食
品
協
会
▽（
公
社
）
日
本
水
産
資

源
保
護
協
会
▽
阪
井
光
平
▽
若
井
克
友

▽
秋
山
康
子
▽
新
法
律
事
務
所
弁
護
士

新
壽
夫
▽
水
産
庁
漁
政
部
漁
政
課
・
船

舶
管
理
室
・
企
画
課
・
水
産
経
営
課
・

加
工
流
通
課
・
漁
業
保
険
管
理
官
／
資

源
管
理
部
管
理
課
・
漁
業
調
整
課
・
国

際
課
／
増
殖
推
進
部
研
究
指
導
課
・
漁

場
資
源
課
・
栽
培
養
殖
課
／
漁
港
漁
場

整
備
部
計
画
課
・
防
災
漁
村
課
▽
石
油

防
災
㈱
▽
石
﨑
信
義
▽
泉
澤
和
行
▽
全

国
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業
協
同
組
合
▽
全

国
遠
洋
沖
合
漁
業
信
用
基
金
協
会
▽
全

国
漁
港
・
漁
村
振
興
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連
▽
全
国
水
産
物
卸

組
合
連
合
会
▽
大
須
賀
順
▽
東
京
水
産

タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
▽
東
検
産
業
㈱
▽（
特

非
）
水
産
業
・
漁
村
活
性
化
推
進
機
構

▽（
独
）
農
林
漁
業
信
用
基
金
▽
日
本

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同
組
合
▽
日

本
漁
船
保
険
組
合
▽
日
本
小
型
船
舶
検

査
機
構
▽
日
本
水
産
㈱
役
員
従
業
員
▽

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
▽

農
林
中
央
金
庫
／
農
林
中
央
金
庫
役
職

員
▽（
一
社
）
大
日
本
水
産
会
▽
平
尾

磨
樹
▽
北
部
ま
き
網
漁
業
㈱
▽
明
治
大

学
付
属
中
野
八
王
子
中
学
校
・
高
校
生

徒
会
福
祉
委
員
会
―
校
内
募
金
▽
海
洋

土
木
㈱
◎
神
奈
川
県
▽
横
浜
冷
凍
㈱
▽

久
保
田
化
工
機
㈱
▽（
国
研
）
水
産
研

究
・
教
育
機
構
中
央
水
産
研
究
所
横
須

賀
庁
舎
▽
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

海
洋
生
物
資
源
科
学
科
◎
新
潟
県
▽
山

津
水
産
㈱
▽
新
潟
漁
業
調
整
事
務
所
◎

富
山
県
▽
池
田
水
産
㈱
◎
石
川
県
▽
旭

岡
秋
子
▽
石
川
県
立
能
登
高
等
学
校
◎

福
井
県
▽
㈱
三
国
湊
舩
木
水
産
舩
木
秀

二
◎
山
梨
県
▽
佐
藤
一
江
▽
山
梨
中
央

水
産
㈱
◎
岐
阜
県
▽
合
田
政
次
▽
土
田

明
子
◎
静
岡
県
▽
㈱
浜
平
漁
業
代
表
取

締
役
山
田
洋
二
▽
久
慈
広
信
▽
極
洋
水

産
㈱
▽
沼
津
魚
市
場
㈱
▽
静
岡
県
立
焼

津
水
産
高
等
学
校
職
員
／
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
▽

福
一
漁
業
㈱
▽
福
久
漁
業
㈱
◎
愛
知
県

▽
大
東
魚
類
㈱
▽
㈲
寿
丸
▽
㈲
第
八
東

海
丸
壁
谷
増
光
◎
三
重
県
▽
第
一
仙
昌

丸
武
村
仙
博
◎
京
都
府
▽
（
国
研
）
水

産
研
究
・
教
育
機
構
日
本
海
区
水
産
研

究
所
宮
津
庁
舎
◎
大
阪
府
▽
㈱
う
お
い

ち
▽
髙
瀬
正
◎
兵
庫
県
▽（
一
財
）
日

本
船
員
厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会

館
（
エ
ス
カ
ル
神
戸
）
▽
神
戸
運
輸
監

理
部
▽
小
林
東
洋
志
▽
㈲
第
一
漁
業
◎

鳥
取
県
▽
水
産
庁
境
港
漁
業
調
整
事
務

所
▽
浜
野
茂
夫
◎
岡
山
県
▽
日
本
漁
船

保
険
組
合
岡
山
県
支
所
職
員
◎
広
島
県

▽
山
代
勝
三
▽
渡
邉
隼
夫
◎
山
口
県
▽

堀
川
久
幸
◎
高
知
県
▽
山
田
雄
二
郎
▽

山
本
光
博
▽
㈲
鳳
洋
水
産
◎
福
岡
県
▽

稲
葉
明
代
▽
㈱
い
と
し
の
い
と
し
ま
地

魚
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
事
業
部
▽
㈱
福
岡
魚
市
場

▽
九
州
大
学
工
学
研
究
院
機
械
工
学
部

門
教
授
陳
強
▽
内
浜
落
語
会
◎
佐
賀
県

▽
ユ
ウ
シ
ー
ド
東
洋
㈱
◎
長
崎
県
▽
の

ぞ
み
漁
業
㈱
▽
壱
岐
海
上
保
安
署
▽
海

興
水
産
㈱
▽
山
田
水
産
㈱
▽
昭
徳
水
産

㈱
▽
長
崎
大
学
水
産
学
部
▽
平
戸
海
上

保
安
署
▽
㈲
柏
木
水
産
◎
熊
本
県
▽
大

海
水
産
㈱
▽
中
村
祐
一
◎
大
分
県
▽
大

分
魚
市
㈱
◎
宮
崎
県
▽
宮
崎
県
立
宮
崎

海
洋
高
等
学
校
▽
㈲
由
丸
水
産
◎
鹿
児

島
県
▽
枕
崎
水
産
加
工
業
協
同
組
合
◎

沖
縄
県
▽（
国
研
）
水
産
研
究
・
教
育

機
構
西
海
区
水
産
研
究
所
亜
熱
帯
研
究

セ
ン
タ
ー
▽
沖
縄
県
立
沖
縄
水
産
高
等

学
校
職
員
◎
そ
の
他
▽
匿
名

〔
１
月
〕
◎
北
海
道
▽（
国
研
）
水
産
研

究
・
教
育
機
構
北
海
道
区
水
産
研
究
所

▽
彦
野
純
一
郎
◎
秋
田
県
▽
秋
田
海
上

保
安
部
◎
福
島
県
▽
矢
吹
正
一
◎
茨
城

県
▽（
国
研
）
水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
工
学
研
究
所
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢

通
▽
植
松
千
代
子
◎
千
葉
県
▽
㈱
北
辰

水
産
▽
平
田
淳
一
◎
東
京
都
▽
㈱
全
国

漁
協
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
▽
㈱
極
洋

▽
共
同
船
舶
㈱
▽（
公
社
）
日
本
海
難

防
止
協
会
◎
神
奈
川
県
▽
山
中
政
志
◎

新
潟
県
▽（
公
財
）
海
洋
生
物
環
境
研

究
所
実
証
試
験
場
◎
愛
知
県
▽
愛
知
県

立
三
谷
水
産
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
―
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
（
文
化
祭
）
収
益
▽
中
部
運

輸
局
◎
三
重
県
▽（
国
研
）
水
産
研
究
・

教
育
機
構
増
養
殖
研
究
所
◎
京
都
府
▽

大
京
魚
類
㈱
◎
兵
庫
県
▽
瀬
戸
内
海
漁

業
調
整
事
務
所
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫

◎
岡
山
県
▽
海
洋
建
設
㈱
◎
福
岡
県
▽

ピ
ッ
ツ
エ
リ
ア
・
ダ
・
チ
ー
ル
ッ
ツ
ォ

◎
長
崎
県
▽（
国
研
）
水
産
研
究
・
教

育
機
構
西
海
区
水
産
研
究
所
◎
鹿
児
島

県
▽
南
薩
地
区
翔
び
魚
塾
事
務
局
◎
沖

縄
県
▽
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸

部〔２
月
〕
◎
北
海
道
▽
き
な
ん
ぼ
会
―
解

散
に
よ
る
▽
北
海
道
漁
業
調
整
事
務
所

◎
福
島
県
▽
㈱
儀
助
漁
業
◎
埼
玉
県
▽

小
野
沢
通
◎
東
京
都
▽（
大
）
東
京
海

洋
大
学
▽
石
﨑
信
義
▽
日
本
漁
船
保
険

組
合
▽
認
定
（
特
非
）
ジ
ャ
パ
ン
・
カ

イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
―
ゆ
び
募
金
▽
匿
名

―
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
経

由
◎
神
奈
川
県
▽（
国
研
）
水
産
研
究
・

教
育
機
構
◎
静
岡
県
▽（
国
研
）
水
産

研
究
・
教
育
機
構
国
際
水
産
資
源
研
究

所
▽
静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等
学
校
／

同
生
徒
会
―
水
高
祭
（
文
化
祭
）
◎
鳥

取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
山
口
県
▽
鎌
上
正

◎
大
分
県
▽
㈱
白
海
大
分
作
業
所

　

あ
と
一
ヶ
月
で
「
平
成
」
の
時
代
が
幕

を
閉
じ
ま
す
。
本
紙
が
皆
さ
ま
の
お
手
元

に
届
く
頃
は
、
も
う
新
し
い
元
号
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど

で
は
こ
ぞ
っ
て
「
平
成
」
を
振
り
返
る
特

集
が
組
ま
れ
、
私
も
当
時
の
出
来
事
や
曲

を
聴
き
な
が
ら
、
「
あ
の
頃
は
何
を
し
て

い
た
か
な
ぁ
」
と
懐
か
し
む
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　

（
注
・
平
成
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
は
、
こ

こ
か
ら
先
の
話
は
な
ん
の
こ
と
や
ら
わ
か

ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
マ
マ
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
尋
ね
て
み

る
か
、
気
に
な
る
ワ
ー
ド
を
グ
グ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
）

　

個
人
的
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

『
コ
ギ
ャ
ル
ブ
ー
ム
』
で
し
ょ
う
か
。
〝
ガ

ン
グ
ロ
〟
や
〝
ヤ
マ
ン
バ
〟
な
ど
、
見
た

目
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

社
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
力
が
半
端
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
自
身
は
、
ル

ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
を
経
験
す
る
こ
と
も
な
く

学
生
時
代
を
終
え
、
ち
ょ
う
ど
某
サ
○
リ

オ
で
シ
ョ
ッ
プ
店
員
と
し
て
働
い
て
お
り

ま
し
た
。
Ｔ
Ｋ
サ
ウ
ン
ド
全
盛
期
の
中
、

「
ト
モ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
歌
手
・
華
○
朋
美

さ
ん
の
発
言
を
き
っ
か
け
に
女
子
中
高
生

た
ち
の
間
で
「
キ
○
ィ
ち
ゃ
ん
」
人
気
に

火
が
付
き
、
そ
れ
ま
で
小
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん
た
ち
が
中
心
だ
っ
た
お
店
に
、
コ

ギ
ャ
ル
た
ち
が
ワ
ン
サ
カ
押
し
寄
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
特
に

私
が
配
属
さ
れ
た
渋
谷
の
お
店
は
、
そ
ん

な
女
子
高
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
作
ら

れ
た
特
別
な
店
舗
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

連
日
、
店
内
は
キ
○
ィ
ラ
ー
な
る
コ
ギ
ャ

ル
た
ち
で
賑
わ
い
、
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
出

す
そ
ば
か
ら
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
な
く
な

り
ま
し
た
。
初
期
の
プ
リ
ク
ラ
（
も
ち
ろ

ん
キ
○
ィ
仕
様
）
が
設
置
さ
れ
た
の
も
こ

の
頃
で
、
こ
ち
ら
も
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
今
、
思
い
返
し
て
み
て
も
、

あ
の
頃
の
コ
ギ
ャ
ル
パ
ワ
ー
は
凄
ま
じ

く
、
そ
の
後
も
彼
女
た
ち
が
「
か
わ
い
い
」

「
オ
シ
ャ
レ
」
「
面
白
い
」
と
注
目
し
た
も

の
が
全
て
ブ
ー
ム
に
な
る
よ
う
な
時
代
で

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
私
は
職
を

変
え
、
育
英
会
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
当
の
育
英
会
で
は
平

成
の
初
め
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
と
、
『
育
英
会
だ
よ
り
』
を
読
み

返
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
元
年
に

高
校
生
等
貸
与
金
の
増
額
が
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
翌
年
に
は
大
学
生
等
貸
与
金
の

増
設
、
そ
の
後
は
高
校
生
等
給
与
金
へ
の

移
行
な
ど
、
時
代
と
と
も
に
少
し
ず
つ
拡

充
を
重
ね
現
在
の
形
態
に
至
る
わ
け
で
す

が
、
今
年
つ
い
に
貸
与
事
業
そ
の
も
の
が

廃
止
さ
れ
、
幼
児
か
ら
大
学
生
等
ま
で
の

オ
ー
ル
給
与
化
と
い
う
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
歩

が
子
供
た
ち
の
明
る
い
未
来
に
繋
が
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

数
十
年
後
、
こ
の
時
代
の
転
換
期
を
懐

か
し
む
時
、
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
が
た

く
さ
ん
よ
み
が
え
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
先
も
皆
が
笑
顔
で
い
ら
れ

る
平
和
で
穏
や
か
な
時
代
が
続
き
ま
す
よ

う
に
… 

（
Ｍ
）
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▼
皆
さ
ん
進
学
、
進
級
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
ぁ
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ

ド
キ
の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
お
勉
強

に
励
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
我
が
家
の
娘
も
高
校
受
験
で

す
。
人
生
初
、
受
験
生
の
母
親
…
。
何

が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。
イ
ラ
イ
ラ
や

不
安
、
見
え
な
い
も
の
に
ぶ
つ
か
る

娘
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か

…
。

　

娘
も
母
親
も
、
こ
の
一
年
は
不
安
と

の
戦
い
で
す
。

編
集
後
記

都道府県
給　　与　　奨　　学　　生 貸与奨学生

合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 大学生等

北 海 道 1 11 9 6 27 3 3

青 森 1 3 4 4

岩 手 5 5 6 16 2 18

宮 城 3 4 6 13 1 14

福 島 1 6 8 9 24 24

茨 城 1 3 4 4

千 葉 4 2 2 8 2 1

神 奈 川 2 2 4 4

新 潟 1 1 2 2 4

石 川 2 2 2

静 岡 1 1 1

愛 知 1 1 2 2

福 井 1 1 1
三 重 2 2 2

兵 庫 1 2 3 3

和 歌 山 4 2 1 7 7

鳥 取 1 1 1 3 3

島 根 1 1

岡 山 1 1 1

広 島 1 1 1

山 口 2 2

徳 島 1 1

香 川 1 1 2 1 3

愛 媛 1 1 2 4 3 7

高 知 1 1 1 3 3

福 岡 1 1 1

福 岡 有 明 1 1 2 2

佐 賀 玄 海 1 3 4 4

長 崎 4 3 7 14 14

熊 本 1 3 2 2 8 8

宮 崎 1 3 4 1 5

鹿 児 島 1 1 4 6 6

沖 縄 1 1 1

合 計 9 48 45 72 174 19 193

注：給与奨学生には特別支援学生を含む。

（2019 年３月末現在 / 単位：人）

都道府県別奨学生数

三
崎
港
え
い
あ
ん
丸

　

神
奈
川
県
三
浦
市
の
三
崎
港
に
て
、

営
業
さ
れ
て
い
る
船
宿
。

　

こ
の
度
、
船
長
の
小
笠
原
さ
ん
よ
り
、

「
え
い
あ
ん
丸
」
の
乗
客
の
皆
さ
ん
へ

「
育
英
会
の
周

知
・
募
金
の
お

願
い
」
や
、「
仕

掛
け
・
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

売
上
よ
り
ご
寄

附
」
な
ど
の
ご

協
力
を
し
て
く

だ
さ
る
と
ご
連

絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
え
い
あ
ん
丸
」
さ
ん
の
通
年
の
狙

い
は
「
鬼
カ
サ
ゴ
」
‼

　

釣
り
が
趣
味
の
方
‼
美
味
し
い
魚
を

味
わ
い
た
い
方
‼
是
非
と
も
、「
え
い

あ
ん
丸
」
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア

ク
セ
ス
を
‼　

http://eian.jp/
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崎
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全
国
各
地
　
ご
協
力
者
の
ご
紹
介

～漁船海難遺児と母の文集～作文・詩歌・イラスト募集

　このたび本会は、2020 年 10 月 29 日をもって 50 周年を迎えます。
　本会では、設立 5年ごとの節目に、奨学生・保護者の皆さんから募った作
品を 1冊の本にまとめ、｢漁船海難遺児と母の文集 ｣として、これまで第 9
集まで刊行してまいりました。
 これらの作品はいずれも、奨学生・保護者の皆さんと本会の貴重な記録であ
るとともに、命の大切さや海難事故絶滅を広く国民の皆さまに知ってもらう
役割も果たしております。
 つきましては、50 周年におきましても文集刊行にあたり、作文・イラストな
どを募集致します。是非ともご協力いただきますようお願い致します。

［対　　象］奨学生 (元奨学生も含む )またはそのご家族
［題　　材］自 由

お父さん（旦那さん）との思い出、お父さん（旦那さん）がいなくなって
しまった事故の時の気持ち、お母さんへの普段言えない感謝の気持ち、将
来の夢、ひとりで子育てをして今の気持ちなど。

［様　　式］★作文：400字程度
一行目に題名。二行目に氏名（匿名希望の方は記入）を記載してください。
原稿用紙やレポート用紙など、特に規制はありません。パソコンによる出
力も可。

★イラスト：ハガキ～A4サイズ大のもの
［お　　礼］記念品（商品券￥3,000-）贈呈。
［出品方法］郵送、FAX、Ｅメール

もよりの漁協や漁連に直接お持ち込みいただいても結構です。

［締　　切］2020年 4月末

［刊行予定］2020年 11月ごろ
［お問い合わせ先］

公益財団法人 漁船海難遺児育英会
〒 101-0047　東京都千代田区内神田 1-2-1 ダコタハウス 5階
TEL：03-3518-6121（平日 9～ 17 時まで）/FAX：03-3518-6122（24 時間受付）
E-mail:mizuiro.ikuei@eos.ocn.ne.jp

＊ 未発表の作品に限ります。
＊ ご応募いただいた作品は基本的に返却致しませんのでご了承ください。
＊ 出品時の個人情報は「漁船海難遺児と母の文集」に関する目的以外には利用しません。

募集要領

福
井
県　

中
１　

川
越
真
弓

　
〝
海
が
キ
ラ
キ
ラ
か
が
や
い
て
い
る
〞

　

私
の
家
か
ら
は
、
海
が
見
え
る
。

　

父
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
海
で
あ
る
。

　

父
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
海
で
は
あ
る

が
、
私
は
、
そ
の
海
を
憎
む
こ
と
は
で

き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
父
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
、
育
ち
、
死
ん
で
い
っ
た
、
父

ち
ゃ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
、
父
ち
ゃ
ん

の
愛
し
た
海
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

父
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
の
は
日
曜
日
の

朝
、
楽
し
い
は
ず
の
日
曜
日
が
、
た
っ

た
一
瞬
の
う
ち
に
し
て
お
こ
っ
た
出
来

事
に
よ
っ
て
、
く
ず
れ
さ
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

母
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い
る
。
幼
か
っ

た
私
が

　
「
ど
う
し
た
の
」

を
き
く
と
、

　
「
真
弓
の
大
好
き
な
父
ち
ゃ
ん
が
死

ん
だ
」

と
い
う
、
夢
に
も
お
も
わ
な
い
言
葉
が

返
っ
て
き
た
。

　

父
ち
ゃ
ん
が
、
港
に
つ
い
た
と
い
う

知
ら
せ
で
、
私
は
我
を
忘
れ
て
海
へ

走
っ
た
。
私
は
泣
い
た
。
涙
が
枯
れ
る

程
泣
い
た
。

　

で
も
、
父
ち
ゃ
ん
の
顔
は
幸
せ
そ
う

に
笑
っ
て
い
た
。
海
を
愛
し
、
海
で
一

生
を
過
ご
し
、
海
に
命
を
さ
さ
げ
た
父

ち
ゃ
ん
は
、
本
当
に
幸
せ
そ
う
だ
っ
た
。

　

で
も
、
本
当
の
父
ち
ゃ
ん
は
死
ん
で

は
い
ま
せ
ん
。
今
で
も
、
私
達
の
心
の

中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。
父
ち
ゃ
ん

を
愛
し
た
人
の
心
の
中
で
…
。

　

父
の
い
な
い
子
供
に
は
、
親
の
愛
情

は
、
両
親
の
い
る
家
庭
の
半
分
だ
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ

と
は
ぜ
っ
た
い
に
あ
り
ま
せ
ん
。
父

ち
ゃ
ん
が
い
な
く
て
も
、
母
ち
ゃ
ん
の

私
達
へ
の
愛
情
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

働
い
て
い
る
母
ち
ゃ
ん
を
み
た
ら
、
あ

ま
え
て
は
い
ら
せ
ま
せ
ん
。
母
ち
ゃ
ん

の
細
い
腕
は
、
私
達
に
愛
情
を
そ
そ
ぐ

だ
け
の
す
ば
ら
し
い
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
母
ち
ゃ
ん
に
、
私
達
も
い
つ

か
は
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
私
達
に
は
、
母
ち
ゃ

ん
を
助
け
る
だ
け
の
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
力
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
、

使
い
た
い
で
す
。

　

母
ち
ゃ
ん
と
、
私
達
姉
弟
三
人
と
、

私
達
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く
れ
る
祖

父
母
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ

て
、
父
ち
ゃ
ん
に
「
今
、
幸
せ
だ
よ
」

と
い
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
。

　

父
ち
ゃ
ん
が
天
国
で
「
が
ん
ば
れ
よ
」

と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

【
第
３
集　

昭
和
60
年
発
刊　

―
父
さ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
よ
―
よ
り
】

【
父
ち
ゃ
ん
　
今
幸
せ
だ
よ
】

▶
募
金
コ
ー
ナ
ー


